
年度　授業計画（シラバス）

15 (1) 時間(単位)

後期

《科目目標》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

第
4
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

地域療養を支える制度とその活用（２）
地域療養を支え
るケアp204–p226
公衆衛生がみえ
るp152-159、
p200-229、p254-
p275

障がいや難病のある人、生活に
困っている人を支える制度につい
て学びます。
授業で紹介される制度（障害者総
合支援法・難病法・生活保護など）
を聞いたことがあるか確認し、誰が
どんな時に使えるのかをテキストや
ネットで調べてみましょう。

各コマに
おける

授業予定

1）障がい者・難病に関する法制度
2）子どもの在宅療養を支える制度
3）生活保護法
4）権利擁護・虐待防止に関連する法律

各コマに
おける

授業予定

１）地域・在宅看護の対象者
２）在宅看護の対象者と在宅療養の成立要件
３）在宅療養の場における家族の捉え方
４）在宅療養者の家族への看護

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

在宅療養者と家族の支援について理解できる。
地域療養を支え
るケアp67–p78

授業では在宅で療養する人と家
族の支援について学びます。授業
で扱う事例を配布されたら目を通
しておき、「家族が支えることの大
変さ」や「看護師が関われそうなこ
と」を1つ考えてノートに書いておき
ましょう。
家での介護や療養について、自
分の周りにそうした方がいないか
思い出しておくのもおすすめで
す。

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

地域療養を支える制度とその活用（１）
地域療養を支え
るケアp180–p203
公衆衛生がみえ
るp230-p249

在宅での生活を支える制度につい
て学びます。介護保険制度と医療
保険制度の違いや、どんな人が使
えるのかをテキストで簡単に確認し
ておきましょう。「介護保険は何歳
から使える？」「医療保険と何が違
う？」など、素朴な疑問でも良いで
す。

各コマに
おける

授業予定

1）介護保険制度
2）医療保険制度・後期高齢者医療制度

第
1
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

地域・在宅看護について理解する
地域療養を支え
るケアp26–p32・
p47-46
公衆衛生がみえ
るp38-p65

日本では高齢化が進んでいること
を知るために、「高齢化」や「平均
寿命」について、テキストやイン
ターネットで簡単に調べてみましょ
う。授業では「地域包括ケア」という
言葉を学びます。「医療・介護・予
防・生活支援・住まい」といった、
地域で高齢の方を支える仕組み
があることを、知っておいてくださ
い。また、自分の住んでいる地域
で「お年寄りをよく見かける場所」
や「地域で支え合っているなと思う
こと」を1つ思い出して、ノートにメ
モしておきましょう。

各コマに
おける

授業予定

１）地域・在宅看護の背景
２）地域・在宅看護の基盤
３）地域療養を支える在宅看護の役割
４）地域包括ケアシステムとは（背景、機能、自助・互助・共助・
公助）

ナーシンググラフィカ　地域・在宅看護論①　地域療養を支えるケア　 メデイカ出版
公衆衛生がみえる　メディックメディア　メデイカ出版
ナーシンググラフィカ　健康支援と社会保障③ 社会福祉と社会保障　メデイカ出版上記２冊でわかりにくい制度があるときは学生
自身で調べて参考にして下さい。

日本の人口構造・疾病構造の変化、看護師の倫理綱領、倫理の原則、ライフサイクルについて復習しておく。
また、自分の生活する地域の人口動態や介護保険制度等を検索し具体的な学びにつなげる。
毎回の学習については授業以外での準備学習の具体的内容を参照する。

社会学で学習した地域社会の変動とコミュニティの問題、看護学概論で学習した人口構造・疾病構造の変化、看護師の倫理綱
領、倫理の原則等と関連づけて地域・在宅看護が推奨される社会的背景、療養者とその家族を支援するうえで必要な基本的理
念や倫理的配慮について理解する。また、看護の対象を地域で生活する生活者の視点でとらえ、地域包括ケアシステムの中で
の看護の役割を探求していく。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

担 当 教 員 福﨑　友和
実務経験と

その関連資格
実務経験：包括支援センター３年７ヶ月、訪問看護７年５ヶ月
資格：看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、介護支援専門員

１．地域・在宅看護の変遷とその社会的背景が理解できる。
２．地域・在宅看護の対象と地域での療養を支える制度が理解できる。
３．地域包括ケアシステムの概要と看護の役割が理解できる。

【評価方法】グループワークへの参加、取り組み状況状況15％、課題レポート35％、終講試験50％
【評価基準】優：80点以上、良：70点以上80点未満、可：60点以上70点未満、不可：60点未満

対 象 学 年 1学年 学期及び曜時限 教室名 本館2階

講義演習

科  目  名 地域在宅看護概論 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2025

学        科 看護学科 科　目　区　分 その他 授業の方法



地域療養を支え
るケア・公衆衛生
がみえる（事例を
通して関係すると
ころ）

今までの授業で扱った事例を振
り返り、「この人を地域で支え
るとしたら、自分は何ができる
だろう？」と考えてください。
また、地域包括ケアという言葉
を聞いたときに、自分の中にど
んなイメージがあるか、簡単に
ノートにまとめておいて下さ
い。

各コマに
おける

授業予定
事例を通して地域の中で暮らす人を看護の視点で考える。

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

終講試験
※この回は終講試験を行いま
す。授業内での振り返り内容や
事例をもとに、看護の視点を思
い出して試験に臨んでくださ
い。

第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

地域での生活を支える看護の視点について理解でき
る。

各コマに
おける

授業予定
終講試験

授業以外での準備学習
の具体的な内容

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

療養の場の多様性とそこで療養する対象の特徴を理解す
る

地域療養を支え
るケアp79–p105
公衆衛生がみえ
るp244-p249

授業では、施設や自宅など「療養
の場のちがい」について学びま
す。自分だったらどこで療養したい
か、または家族だったらどこが安心
か、想像してノートに1つ書いてお
きましょう。授業で扱う事例にも注
目し、どこで生活を続けるのが良
いかを考える視点を持って参加し
てください。

各コマに
おける

授業予定

①在宅②特定施設③介護老人福祉施設④介護老人保健
施設⑤介護療養型医療施設⑥介護医療院⑦小規模多機
能型⑦通所介護・リハビリ

授業の
方法 内　　　容 使用教材

第
5
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

訪問看護制度と訪問看護ステーションの仕組みが理解で
きる

地域療養を支え
るケアp137–p156
公衆衛生がみえ
るp250-p253

授業では「訪問看護」の仕組みや
看護師の役割について学びます。
「訪問看護ってどんなイメージ？」
と聞かれたとき、自分なりに答えら
れるように考えてみましょう。また、
自分や家族が病気やけがで通院
できないとしたら、「どんな看護を
受けたいか」を自由に想像して、1
つノートにメモしておいてくださ
い。

各コマに
おける

授業予定

１）訪問看護制度のあゆみと特徴
２）訪問看護ステーションの仕組み・サービス内容
３）訪問看護と介護保険制度・医療保険制度の関係


